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こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
こ
れ

か
ら
の
日
野
町
が
早
急
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
高
齢
者

福
祉
」「
若
者
の
移
住･

定
住
」「
少

子
化
対
策
」
に
つ
い
て
も
聞
き
ま

し
た
。

　

特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、
「
若
者

対
策
」
「
少
子
化
対
策
」
と
も
に
、

雇
用
環
境
の
充
実
が
最
も
重
要
と

答
え
た
人
の
数
が
圧
倒
的
に
多

か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

長
引
く
世
界
的
な
不
況
な
ど
に

よ
り
、
町
内
や
近
隣
の
町
の
事
業

者
が
相
次
い
で
廃
業
し
、
こ
の
町

で
暮
ら
し
た
い
と
願
い
な
が
ら
も

働
く
場
所
が
な
い
、
と
い
う
状
況

が
以
前
に
も
増
し
て
存
在
し
て
い

ま
す
。

　

人
口
が
減
少
し
続
け
て
い
る
中

で
、
次
の
時
代
を
担
う
若
者
が
希

望
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
町
は
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
若
者
が
安
心
し
て
生
活

し
、
子
育
て
を
し
て
い
く
た
め
に

は
、
「
こ
こ
に
住
み
た
い
」
と
思

え
る
魅
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

高齢者福祉のための重要事項 (回答数 )

総合的なサービスの提供 (342)

保健福祉施設の充実 (254)

交通手段を持たない人への支援 (222)
地域での見守り・支援の充実 (185)

生活支援サービスの充実 (157)

高齢者同士が集まる場の提供 (144)

バリアフリー施設の整備 (59)

高齢者の社会参加の機会の充実 (58)

その他 (13)

若者の移住・定住のための重要事項 (回答数 )

安心して働ける雇用環境の充実 (488)

地元企業の経営強化への支援 (198)

空き家のあっせんなど、住宅の活用 (130)

新規就農者などへの公的支援 (129)

若者向け住宅の整備 (96)

インターネット環境の充実 (82)

地域資源を生かしたまちの活性化 (70)

その他 (14)

少子化対策のための重要事項 (回答数 )

雇用環境の整備 (306)

子育て世代の生活利便性の向上 (180)

母子保健・乳幼児医療の充実 (180)

保育時間延長など支援策の充実 (179)

経済的負担の軽減・公的支援 (166)

特色ある教育の充実 (89)

地域での子育て体制の充実 (83)

その他 (20)

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
雇
用
」。
生
活
の
安
定
望
む
声
多
く
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今後の町政に特に力を入れてほしいこと (回答数 )

高
齢
化
社
会
へ
の
対
策(

296)

企
業
誘
致
に
よ
る
産
業
振
興
や
雇
用
対
策(

246)

保
健
・
介
護
・
医
療
体
制
の
充
実(

216)

若
者
定
住
対
策
の
充
実(

166)

農
林
水
産
業
の
振
興(

152)

少
子
化
へ
の
対
策(

149)

地
場
産
業
・
商
工
業
の
振
興(

136)

生
活
交
通
手
段
の
確
保
・
充
実(

110)

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
対
策(

100)

子
育
て
支
援(

94)

道
路
の
整
備
・
補
修(

92)

地
域
資
源
を
生
か
し
た
観
光
振
興(
78)

学
校
教
育
施
設
・
教
育
内
容
の
充
実(
66)

自
然
環
境
の
保
全(

52)

地
域
活
動
へ
の
支
援(

41)

ご
み
処
理
対
策(

39)
消
防
・
防
災
対
策(

35)

文
化
・
芸
術
活
動
の
振
興(

31)

防
犯
対
策(

29)
住
宅
・
宅
地
の
整
備
・
充
実(

27)
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
活
動
の
振
興(

25)

人
権
教
育
の
推
進(

17)

そ
の
他(

19)

町
政
の
問
題
・
課
題
が

浮
き
彫
り
に

　

「
今
後
の
町
政
に
特
に
力
を
入

れ
て
ほ
し
い
こ
と
」
の
質
問
に
つ

い
て
は
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
策

に
次
い
で
、
こ
こ
で
も
雇
用
対
策

を
望
む
声
が
非
常
に
多
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
若
者
定
住
や
少
子

化
対
策
、
保
健
・
介
護
・
医
療
体

制
の
充
実
へ
の
回
答
が
多
く
、
町

が
抱
え
る
問
題
が
そ
の
ま
ま
反
映

さ
れ
た
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　「
こ
れ
か
ら
も
住
み
た
い
」
と

思
え
る
ま
ち
を

　

さ
ら
に
、
「
将
来
も
日
野
町
に

住
み
た
い
か
」
の
質
問
で
は
、
お

よ
そ
55
％
の
人
が
「
住
み
た
い
と

思
う
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
「
生
ま
れ

育
っ
た
町
だ
か
ら
」
と
い
う
も
の

が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
一
方
で

「
も
う
高
齢
な
の
で
こ
こ
に
住
む

し
か
な
い
」
「
他
に
行
き
場
が
な

い
」
と
い
う
答
え
も
目
立
ち
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
現
在
の

計
画
の
達
成
状
況
や
社
会
情
勢
な

ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
が

「
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
ま

ち
」
を
目
指
し
て
、
新
し
い
計
画

づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

将来も日野町に住みたいか (無回答除く )

住みたいと思う
(54.7％ )

わからない
(35.9％ )

住みたいとは思わない (9.4％ )

自由回答での意見 ( 抜粋）
　
■人口減少が顕著な日野町。若者定住のために、住宅は
　もちろん、企業誘致など雇用の確保を。
■アンケートの結果をふまえ、次のステップへ進んでほ
　しい。アンケートが無駄にならないよう、前向きに一
　歩ずつ計画を実行してほしい。
■町職員が積極的に地域とかかわり、出かけてほしい。
■アンケート用紙がなぜ１戸に１枚なのか。各世代の意
　見を聞く必要があると思う。全員で考える町政を。
■憩いの施設などを設けるなど、町外からもリフレッ　
　シュできる場として町の自然を生かし、集客すること
　が必要。
■自治会活動の支援など、住民の活力が発揮できるよう
　な町政にしてほしい。
■この町が好きだが、年々不便さを感じるようになった。
■住民主導のまちづくりは良いが、主導する人材不足の
　集落をどうするかを考えないとそこに向かえない。


